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まを上のご注意 


ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読みのラえ正しくお使いください。 

安全のため必ずお守りください。 

■ 給表 TjU こついて 

製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然 
に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意昧は次のようになって 
しなす。内容をよく理解してか日本文をお読みください。 


么警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 


A - fc この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可 
/|\ 能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される 
_^ 巧容を示しています。 


■給表示の例 


A の記号は「ま意(警告を含む)をラながす事項」をおします。 


0の記号は r し口まいけない行為篤止事項)」を示します。 


本体について 

A 警告 


■分解•改造しない 

本磯を分瓶改造しないでください。 ぶ' 

火災、感電の原因となります。内部の点検および修理(よ 
お買い上げの販売店にご依頼ください。 


③ 

分解禁止 



■運転中は使用しない 


0 


禁11 


自動をオートバイ、自転車などの運転をしなび5へッ 
ドホンやイヤホンなどを使用したり、細かい操作をし 
たり、表示画面を見ることは絶対におやめくださしん交 
通事故の原因にな D ます。 

また、歩さなび5使用するとをち、事故を防ぐため、周 
囲の交通や路面状況に十分にごミ主意ください。 





はじめに 
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■内部に水や異物を入れない、また風呂やシャワー室で使用しない 


0 

水場禁止 


水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 

万一、水:や異物び入ったと巧よ乾電池を巧き、お買い上 
げの販売ちにご相談ください。 



■ 大音量で長時間続けて聞さすぎない 

0 ヘッドホンで聞くと走に耳を刺激するよラな大さな音量 
で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響をちえることび 
禁止 ありますのでごま意ください。 

また、 突然大さな音びでて耳を痛めることびあ D ますので 
ボリュームは徐々に上げるよラごミ主意くださし、。 
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■ 極端な温度条件のちとでは使用しない 

0 結霞などによる火災や感電の原因になります。温度び已で政下、または3己で 
政上の場所では使巧しないでください。 


■置さ場所に注意 


0 


湿赢ほこりの多い場所や、油煙、湯気び当たる場所に置かないでください。 
火災、感電の原因となることびあります。 

また、窓を閉めさった自動車の中や直射曰光び当たる場所など温度が高くな 
る場所に放置しないでください。火災、故障の原因となることがあ0ます。 


乾電池について 

A ミ主意 


■乾電池は正し < 入れる 

A 乾電池を入れるとさはプラスとマイナスの向さにま意し、表示通りに入れ 
、_ て<ださい。間違えると電池の破裂、液漏れによな火災、けびや周囲をミち損 

An することびあ0ます。 
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■乾電池は充電しない 

0 乾電池は充電しないでください。乾電池の破裂、あ漏れにより、火災、けび 
の原因となります。 

禁止 

■ショートさせない 

0 ネックレスなどの金属物といっしょにしないでください。乾電池の液漏れ 
や、発熱、破裂の原因にな D まず。 

禁止 


■ 長時間入れたままにしない 

0 長時間 (1 週間程廚使用しないときは乾電池を取り出しておいてください。 
乾電池か5の液漏れによ D 、 火災、けび、周囲をミち損する原因となります。 

禁止 


乾電池が液漏れしたとき 

液び本体内部に残ることびありますので、当社に FAX か e - mail (日3ぺージ)にてご相談 
ください。液び目に入ったときは、失明の原因になりますので、目をこす5ず、すぐに 
水道かなどのきれいな水で充分に洗い、ただちに医師に相談してください。液び身体や 
巧服についたとさち、やけどなどの原因になりますので、すぐにをれいな水で洗い流 
し、皮膚に炎症などの症状びでたときには、医師に相談してください。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協芸 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス巨情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としてしなすび、この装置 
びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を弓 I さ起こすことび 
あります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


著作権について 

放送や MD 、 CD 、 レコード、その他の録音物の音楽作品は、音楽の歌 i 哥楽曲などと同 
じく、著作権法により保護されてしほす。 

あなたび録音したちのは個人として楽しむなどの他は、菁作権法上、権利者に無断で 
使用することはでさません。 


はじめに 
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必ずお読みください 

本機の使用中、万一何5かの不具合により、保存内容(データ)の損失を防ぐた別こ、保存 
データを他の機器にバックアップしてください。 

本機の使用中での不具合によるデータ損失などの補償について I 去当社では責任を負し、か 
ねます。 

まに修理でのデータ消去を伴ラ事項び発生しても補償については、当社では責任を負い 
かねます。あ5かじめご了承ください。 


登録商標についてのを意 


• I 巨 M および PC/AT は米国 International Business Machines Corporation の登 
録商標です。 


• Microsoft Windows Media™ および Windows® I □ゴは米国 
およびその他の国における米国 IVHcrosoft Corporation の商標 
または登録商標です。 



• Windows Media™ Player は Microsoft Corp 日 rati 日 n の商標 
または登録商標です。 

• その他本書で登場するシステム名、製品名は一般に各開発:一力一の商標あるいは登 
録商標です。なお、本艾中では™、®マークは明記していません。 


ごを意 


♦ まず最初にユーヴー登録をしてください。登録で法は、弊社ホームページ http :// 
www . musicsanyo . com / の 「User SupportJ からオンラインでおこなつてし、た 
だ < 方法と、添付の r ユーザー登録カード」を郵送していただ < 方法の2通りの方法び 
お0ます。 
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付属品の確認 


箱か5出し、付属品びそろっているか確認してください。 

♦ デジタルメモ I 」プレーヤー本体 . 1 ♦ インナーイヤー型ステレオヘッドホン . 





►単4おアルカ U 乾電池 ... 1 ♦専用 USB 接続ケーブル . 1 

>パソコンソフトウェアに D - R 日 M )...... 1 ♦本書(保証書付） . 1 

♦ ユーヴー登録力ード . 1 

- 

♦ まず最初にユーヴー登録をしてください。 

登録のち法は、「ユーザー登録カード J に記載されています。 

♦付属のパソコンソフトウェアに D - R 日 M ) は大切に保管してください。 


-付属のソフトウェアについて- 

□権利者の許諾を得ることなく、本機に付属のソフトウェアおよび取扱説明書の内容の 
全部または一部を複製すること、およびソフトウェアを賃貨することは、著作権法上禁 
止されています。 

□本機に付属のソフトウェアを使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利益お 
よび第兰者か5のいかなる請まなどにつをましてち、当社は一切その責任を負いか 
ねます。 

□万一、製造上の原因による不良びありました日お取り替えいたします。 

□本機に付属のソフトウェアの仕機ま、改良のため予告なく変更することびありますび、 
ご了承ください。 

□本機に付属していないソフトウェアを使用した隙の動作は保証しておりません。 


はじめに 


《 CD - R 日 M を才ーデイオ用プレーヤーでは再生しないでください。 
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デジタルメモ ij プレーヤーとは 7 


ノ くソコンと接続して、内蔵メモリに記録したデジタル音楽データを 
手軽に持ち運んで聞くことができる、ポータブル機器です 


■ Microsoft 社の 「Windows Media Player 」 を使って音楽データの記録、再生び可能 
です。 

■デジタル音楽データをパソ]ンの八ードディスクに取り込むには、!; TF のような方法び 
お0ます。 


• インターネットなどを利巧した音楽配信サービス (EMD 二 Electronic Music 
Distribution) で音楽をダウン□—ド。 

本機で使用でをるのは、 WMA の音楽配信データのみです。 

•パソコンの CD-R 日 M ドライブか 5 八ードディスクに音楽 CD をインポート(取り込 
み)。 

1.Windows Media Player で WMA 方式に圧縮したファイル 


EMD サービス MP3 の をち CD 

(音楽配信ヴービス） 音楽ファイル 。 

ダウン ロー ド A ^インポート 



ごを意 


♦ お客さまびインポートしたものは、個人として楽しむなどのほかは、菅作権ま上権 
利者に無断では使巧でさません。 

♦本製品およびパソコンの不具含によ0インポートやダウン n —ドびでさなかった場 
合、および音楽データび破損または消去された場合の補償については、ご容赦くだ 
さい。 
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各部のなまえ 

くわしくは、 （） 内のページをご覧ください。 


本体 


MODE 〔モードボタン〕 

(38 〜39、41〜43ぺージ) 


- VOL + 〔音量ボタン〕 
(38 ぺージ） 



コネクタカノく一 
(2 己、27ぺージ） 


USB ケープル接続部 
に已ぺージ） 

ジョグスイッチ 

〔プレイ/ストップ/スキップ/サーチ〕 
(3 白〜39、41〜43ぺージ） 


HOLD 〔ホールドスイッチ〕（36、40ぺージ） 


PHONES 

〔へッドホン〕端子 
(3 目ぺージ） 



電池ぶた 


表示パネル 


曲蚕/モード表示 インジケータ（動作状態）表示 

(37 〜39、41〜43ぺージ） 


電池残量表示 . 

(37、4日ぺージ) 


? omnT 


1111111 


awASSiM^i 


-マナーモード表术 
(41、42ページ） 

バスブースト表示 
(41、42ページ） 


再生モード表示（41、42ぺージ） 


はじめに 
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動作環境の確認 

本機の動作環境 


本機の内蔵火 EIJ こ音楽福己録するために比のようなノ ソ]ン環境び必要になります。 
まに 、本書で説明するソフトウェアを使う口よそれぞれのソフトウェアに合った動作環境び必 
要です。次ページ!^如きのソフトウェアの環境も確認してくださし、。 


■ Windows 搭載パソコン ■ 

(NEC PC -98 シリーズとその互換機では動作保証いたしません。また、 Macintosh では 
動作しませんのでごミ主意ください） 


対応機種 

IBM PC / AT 互換機 

対応 0 S (曰本語版） 

Windows 98 

Windows 98 Second Edition 

Windows Millennium Edition (Windows Me ) 

Windows 2000 Professional Edition 

Windows XP ( Prafessi 曰 nal/Home Edition ) 

《 XP は Windows Media Player 使用時のみ 

CD-ROM 

専用ドライバや添付ソフトのインストールに必要 

US 巨ポ ー I - 

本製品接続時にひとつ必要 

インターネット音楽配信 
サービスを利用する場を 

インターネットへの接続環境 


ごミ主意 


• しソ下の環境での動作保証はいたしません。 

-Windows 各 OS からのアップグレード環境 
—Windows 日己、 Windows NT 
-Windows 各 OS のデュアルブート環境 
• 推奨環境ずベてのノ ':ソコンについて動作を保詰するものではありません。 

• ご利巧の環境によっては、スタンバイ、サスペンドなどのモードび正常に動作しない場合びあり 
ます。その場合は、本機使用時にはそれらのモードを使用しないでください。 

• US 日八ブに接続する場合は、必ず US 日八ブに AC アダプタをつけてご使用ください。 

まにご利用の環境によっては、 US 巨从ブに接続すると、正常に動作しない場合びありまず。 
その場合は、パソコン本体の USB ポートに直接接続してください。 
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ソフトウェアの動作環境 


■ Windows Media Player 7.0 む上 ■ 

Windows Media Player は付属のソフトウェアではありません。入手方法は、 Micros 日 ft 社 
のホームページをご覧ください。 （ WindowsXP をご使用の場を比日 S 標準の 「Windows 
Media Player for XP 」 をご使用くださし、。） 

Windows Media Player をお使し、いただくに比下のような動作環境び必要となります。 


対応磯種 

IBM PC / AT 互換機 

CPU 

MMX テクノ□ジ ー Pentium 300 MHzJiLh 推奨 

対応日 S 

Windows 98 

Windows 98 Second Edition 

Windows Millennium Edition (Windows Me ) 

Windows 2000 Professional Edition 

Windows XP ( Professional/Home Edition ) 

八ードディスクの空さ容量 

32 M 船上 

(音楽データ扱い量に比例して、空さ容量び必要） 

RAM 

1 28 M 巨じ LL (2 已日 M 巨じ LL 巷推 

サウンドカード 

必須 

CD - ROM ドライブ 

デジタル抽出可能なドライブ 

その他 

已目 kbps モデムまたは LAN 環境でのインターネット 

接続環境 


※上記は、2004年6月現在の動作環境です。最新の情報に関し口よ Microsoft 社にお問い合わせ 
ください。 


ごを意 


♦ Windows XP をご使用の場合は、 OS 標準の 「Windows Media 円 ayer for XP 」 をご使巧 
< ださい。 

• Windows 2000をお使いの場合 

1. 管理者権限 (Administrators) のユーヴにてご使巧くださし、。 

2. Windows 2日00で導入された 「ダイナミックディスク J には動作保証してしなせん。 

♦ ご使巧の環境に Windows Me 灶 a 円 ayer 7.0ULL びインス! — ルされている場合は、改めて 
インストールする必要はありません。 

• 音楽 CD から入手した音楽データは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上権利看に無 
断では使巧でさません。 



















Eit 


♦デジタルメモリプレーヤーか 5 パソコンに音楽データを送り返ずことはできません。 

(下図1参照） 

(図 1) 拓、ザ 

おさ 


とが; ; ';‘ ; ' ; ; ;;;由おみを を3 

パソコン 
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音楽を記録するまでのプ□セス 

本機で音楽を楽しむには、まずパソコンに音楽データを記録し、それを本機に転送するお 
要びあります。 

音楽データを記録するには 

■ インターネットなどの音楽配信サービスを利用する 
■ 音楽 CD か5作成ずる 
の2通りびあります。 

本機で再生できるのは、なの2つの音楽データです。 ^ 

■ WMA 方式の音楽データ(著作権保護対応の DRM 付さ WMA データ含む） 

■ MP 3 方式の音楽データ 

どの種類の音楽データを記録するかによって、作業び異なります。 

音楽配信サービスをご利用いただくとさは、そのサービスでサポートされている音楽デー 
夕方式を必ず確認してください。 

音楽 CD を記録するとさに、いずれかの音楽データへ変換して、本機へ転送することになり 
ますび、基本的にはどのち式へ変換してわ、転送•再生び可能です。 

音楽データ方式と巧応ソフト 


音楽データ 

音楽 CD か5の変換 

本機への転送 

WMA 方式 

Windows Media Player を 

使用する 

同左 

MP 3 ち式 

市販のソフトウェアを使用する 

ファイルコピーを使用する 

または 

Windows Media Player を使用する 


ここでは、記録までの流れを音楽データの方式別に説明します。 
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WMA 方式の音楽データの場合] 

Windows Media Player を使います。 



ごま意 


• 音楽配信サイトからダウン□-ドした音楽データ(もポータブルデバイスへの転送び許可されて 
いない場合びあります。その場をは、本機への乾送をおこなラことびでさません。 

あらかじめご確認のラえ、ダウン□-ドしてください。 
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MP 3 方式の音楽データの場合, 

MP 3 データびパソコンに用意されていれば、「エクスプ日ーラ」を使って、ファイルコピー 
するのび一蚕簡単なち法ですび 、 Windows Media Player を使って記録することもでき 
ます。 

音楽 CD を記録する場合は、市販のソフトウェアの説明に沿っておこなってください。 


音楽配信ヴービスを利用する場合 音楽 C □を記録する場合 


MP 3 方式に対応している音楽配信サ 
イトから音楽データをダウン□ードし 
ます。 


市販のソフトウェアの説明に沿ってお 
こなって < ださい。 






本機を接続すると、 U ムーバブルディスクとして認識されるので、「エクスプ □- ラ」を 
使って、用意した MP 3 データを本機へ転送します。 


または 


• Windows Media Player を使って記録する。 

r メディアライプラリに追加ずるには」 参照 (32 ぺージ) 
「音楽データを本機に転送ずる J 参照 (33 ページ） 
















本機で再生できる曲数について 


本機で再生できる巧数は、転送先を r ルートディレクトリ」 ド1 ) に指定した場合、制限びありま 
す。ファイル名の長さ段;字数)にもよりますが、ひとつの目安として2已日巧を越えるような場 
合には、パソコンと本体を接続した状態で本機のルートディレクトリの下に rMpdJ 、 または 
rspd 」 という名前のフォルダを作成してくださいにれ!^が 1 の名前をつけると再生できませ 
ん)。このフォルダに曲を記録することで、あわせて 最大已 00 な (*2)まで再生巧能です。 

*1 :ルー ト ディレクトリ…ドライブの最上位ディレクト I 」 のこと。 

*2: メモリ容量内のファイル数であり、すべて記録できるわけではありません。 


《 rMpdi rspdj フォルダの作成方法 

付属の専用 USB ケープルを使用して、本機をパソ]ンに接続するに日ぺージ参照)。 
Windows の [スタート] にカーソルをあわせてちクリックし、 [エクスプ□—ラ] を選択する。 

[エクスプ □- ラ] び起動酱 r リムーパブルディスク」 を選択する。 [エクスプ □- ラ] の [フアイ 

ル] メニュ ー- 规規作成]-[フォルダ] と操作し、 「Mpd」 または rspdj フオルダを作成する。 


リムーバブルディスク（本機の内蔵メモ U ) 


ルートディレクトリ ( MP 3 方式- WMA 方式のデータで使用可能) 
—データ001 .mp3 — I 
—データ日日 2.mp3 


データ2己 0.mp3 
—データ2己 1.mp3 


本機で再生でをるのは、約2己□曲のみとなります。 

■ (ファイル名の長さにより、再生でさるな数は変わります） 


] —本機への輯送および再生はでさません。 


Mpd 


MP3 方式のデータ 
WMA 方式のデータ 


—データ吕已 1.mp3 
—データ2已 2.mp3 


2已〇曲より多くの曲を再生したい場合、 
「Mpd」 、 rSpd」 フォルダを作成し、 
そのフォルダ内に曲を記録する。 


ミ^ - MP3 方式のデータ 
I. WMA 方式のデータ 


—了ータ〇日] .wma 
—データ〇 02.wma 


※再生優先順位 I も r ルートディレクトリ」一 TMpdJ 一 

「SpdJ の順となります。 
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■ 車ち送方法の例 ■ 

例1 ) MP 3 データを]曰0 曲 聞さたい 

方法1:ルートディレクトリに1已日曲入れる。 

方法 2:「 Mpcl 」 に1日日巧入れる。 

例 2) MP 3 データを3日0曲聞をたい 

方法]:ルー ト ディレクトリに2 日日 曲、 「 MpcU に1 日日 巧入れる。 
方法2: 「 Mpd 」 に3 日日 巧入れる。 

例 3) MP 3 デー タを3 日日 曲、 WMA データを1 日日® 聞きたい 
方法]: 「 Mpd 」 に3 日日 曲、 rSpcU に1 日日巧 入れる。 


ごを意 


本機は菁作権保護機能 ( DRM ) なしの WMA データおよび MP 3 データを再生するこ 
とびでをますび、あなたび記録したちのは個人として楽しむほかは著作権上権利をに 
無断で使用でさません、 MP 3 データを本機で再生するためには、菁作権保護機能 
(□ RM ) を日 FF に切り誓えてください。初期状態は日 FF になっています。 

(43 ぺージ「着作権保護機能」参照） 


ビットレートについて 


インポートずる隙のビットレートを] 28 kbpa 白目 kbps 、 目 4 kbps 、48 kbps などか5選ぶ 
ことびできます。対応ビットレートは、圧縮 フォー マット ( WMA 、 MP 3) によって異なります。 
高いビットレートでインポートする場合音質は良<なりますび、本機に転送でさる含計時間 
は短くなります。 

低いビットレートでインポートする場合音質は装りますび、含計時間は長くなります。 


本機の内蔵メモリに転送する場合、しソ下のようになります。 


ヒットレート 
128 kbps 
9色 kbps 
64 kbps 
48 kbps 


(128 MB ) 
約 12 日分 
約1日0分 
約240分 
約3巨0分 


《巧数などによ D 、 インポート可能時間は異なります。 
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US 己ドライパのインストール 

ここではお手持ちのパソコンに、 US 巨ドライバをインス!ルする方法を説明します。 
画像は Windows XP の場合を例に説明します。 

音楽データを作成する前に、必ずこの作業をしてください。 

起動中のアプリケーションはすべて終了させてから、下の作業をしてください。 


新規インストール手順 1 


/パソコンの電源を入れ、 Windows を起動する 

《Windows 2日0日/ Windows XP をお使いの場合は、管理者権限 (Administrators) 
を持っているユーザで n グインしてインストールしてくださし、。 

と 付属の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入ずる 

付属の CD-ROM をバソコンの CD-ROM ドライブに挿入すると、自動的に UnstaNShield 
ウィザード]だ起動します。自動的に起動しない場合はエクスプ □— ラなどで CD-ROM を参 

照し、阵 USB _ DRV ¥ lnstall ] フォルダ内にある [ setup . exe ] を実行してくださし)。 


じ夕へ]をクリックする 
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4 [続行]をクリックする 

のように、このドライバび Windows □ゴを取得していなしが ッセー ジび表示されます 
び、[続行]をクリックしてください。 

% このメッセージは Windows □ゴを取得していないすベてのドライバに表示されます。 
ドライバの動作確認はおこなっていますので、[続行]をク U ックします。 


6インス!ルを完了する 

[ 完了 ] をクリックしまず。 



これで、 US 巨ドライバのインストールび完了しました。 


ードウIアのインストー 


A 


この A- ドウ エア： 

Solid State Player (MUSBP2) 


を巧用するた めじインストールしようとしているソフトウ I アは、 Windows 沖との 
互换'度を巧託する Windows dJ テストにさ格していません。 

(T. のテストがををで’ある巧由 ） 

インスト—ルをち巧した«合、システムのか巧巧巧*ねれた0、システム 
巧す巧じなるなど、ま文な R きそ引きちこ守描となる巧か 
ま寸。今才ぐインストールを中 W し、 Windows DU テストじさ宙しを y フ 
トウIァザ入キ巧ちホどうホ、/、-ドウ巧パ、,*ィ rg 資されることを、 
Microsoft はなくわ glA します《 


|| 括巧に） 1|巧!/スド)脚塔正恩] 
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ドライ/ f び正しくインストールされているか確かめるには I 


本機をノてソ]ンに接続した状態で、政下の確認作業をおこなってください。 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]をちクリックし、表示されるメニューか引プ□パティ] 
を選択して[システムのプ□パティ]画面を開きます。 

[A- ドウエア]タブ内の[デパイスマネージャ]ボタンをクリックして[デパイスマネージャ] 
を開きます。 [USB(Universal Serial 日 us)] ント□-ラ]を開いて下図のようにに olid 
State Player(MUS 巨 P2)] 表示されていれば、ドライバび正しくインス!ルされてし、 
ます。 
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再インストール手順 


7パソコンの電源を入れ、 Windows を起動する 

起動中のアプ I 」ケーシヨンはすべて終了させてか5、政下の作業をしてください。 

《Windows 2日日 0/ Wind 曰 ws XP をお使いの場合は、管理ち権限 ( Administrators ) 

を持っているユーヴで□グインしてインストールしてくださし、。 

付属の CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入する 

準 

自動的に [Ins ね HShield ウィザード]び起動しますび、ウィンドウち上の [X] ボタンをクリツ ® 
クし、画面を閉じてください。 

J 「デバイスマネージャ」画面を確認する 

[スタートいニュ ー- ロント □— ルパネル]-[システム]- [A— ドウエア]タブ内の[デバ 
イスマネージャ]を開さます。 

川ま灯ま、 「？J マークのついた [US 巨 Device] をちク U ックし、[プ□パティ]を選択して 
<ださい。 
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4 [ドライバの更新]をクリックする 

[ドライバ]タブ内-^ [ドライバの更新]をクリックします。 



らインストールを開始ずる 

r 新しい八ードウエアの検索 J び開くので、卜覧または特定の場所か5インストールずる]を 
選択し、[次へ]をク U ックしてください。 
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6 検索とインストールのオプションを選択する 

[巧の場所で最適なドライバを検索ずる]を選択し、[巧の場所を含める]にチェックを入れ 
まず。 

惨勵ボタンをク U ックし、 CD - ROM の r¥USB_DRV¥WINXPJ フオルダを還択しじ夕 
へ]をク U ックしまず。 

※リムーバプルメディアにはチェックを入れないでくださし V 



/ [続行]をクリックする 

下のように、このドライバび Windows □ゴを取得していなしが ッセー ジび表示されます 
び、[続衍をク U ックしてください。 

《このメッセージは Windows □ゴを取得していないすベてのドライバに表示されます。 
ドライバの動作確認はおこなっていますので、[続行]をク U ックします。 


:アのインストー, 


,n この A - 阳が： 

し ^ Solid State Player (MUSBP2) 


を巧巧するためじイシストールしよラとしているジフの I アは、 Windows XP との 
互換性を巧 i 正する Windows DjI テス H こ台■巧していません。 

C のテストが宝をで’ホる巧お ） 

インスト — A をち行しを g さ、システムの ib 巧巧巧*ねれた0、システム 
がす捉じなるねど、ま大说きそ引きをこ才猫とねるマり 
ホサ。今才ぐインストールを中 w し Windows nu テストにさ巧した y フ 
トウ iTtf 乂キ。たかどうか、 ハー ドウ 巧 パ、,4嗎ミれることを、 
Microsoft はなくもなかします* 1 ノ I I …ノ 7 ■— 
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0 インストールを完了する 

尻了 ] をクリックします。 



これで、 US 巨ドライバのインストールび完了しました。 
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本機を'た/コンに接続する 

付属の専巧 US 巨ケーブルを使用して、本機をパソ]ンの US 巨端テに接続することびでき 
ます(下図参照)。 


《事刷こ US 巨ドライバをインストールしてください。 



《 USB 八ブ、または USB 延長ケーブルをご使用の場合の動作保証は致しかねます。おず 
付属の専用 USB ケーブルのみで接続してくださし、。 
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Windows び実行する動作を選ぶ I 


接続歡政下の画面び表示されます (Windows XP のみ)。 

Winciows 98/ 日 8 SE / Me /2 日日日に関しては、この操作はありません。似隨説明で使巧 
する画面は WindowsXP となります） 



就 1。"雜嚇，置臟顯巧齊梯したけな。 


ぶ1音突乃ィル 

Windows が実行する色が巧进んでび巧い。 



お宮さまの使巧環境に合わせて設定してください。 

本書の例では[何もしない]を選択鞍隅に選択した動作を行う。]にチェックし、に K ] を 
ク U ックしています。 

これで、パソコンとの接続は完了です。 


パソコンに接続している間下図のような画面になり、どの操作ボタンを巧しても反応しま 
せん。 

本機をパソ]ンか5取りがすときは、27ぺージの体機を取りがすには」の作業を必ずおこ 
なってください。通信表示中は本機をパソコンか5抜かないでください。 


[ノむ/コン接続時の本機表示] 


PC 


nnniiiiiiiii 


[ノが〕ンとの通信時の本機表示] 


/ 


户[ 


niniiiiimii 


2巨 
































本機を取 D かずには 

Windows 起動中に 本機を取り外す場含、ご使用の日 S によって取りがしちび異なりますの 
で、必要な箇所をお読みください 

Windows 98/ Me の場合 
/表示パネルのインジケータを確認する 

インジケータび点滅していないことを 確認します。 董 


インジケータ 


i 

V 

pri ふ ……4 

111111 


cd パソコン側の USB ポートから USB ケーブルを取りがず 
3 本機側の USB ケースレを抜き、コネクタのカバーを閉める 
Windows 2000の場合 

/画面ち下の[タスクトレイ]のアイコンをクリックする 



cd 表示された r 〜を停止します」をクリックする 



[Solid State 円 ayer(MUS 日 P 2) - ドライプを停止しまず] び表示されていることを確 
認し、ク U ックします。 


ク U 
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3 [ OK ] をクリックする 



27ぺージ 「Windows 98/ Me の場合」を参照し、本機を取り外してくださし、。 


Windows XP の場合 


7 画面ち下の[タスクトレイ]のアイコンをクリックする 

I ク U ック I 

と 表示された r 八ードウエアの…」をクリックずる 


_〔クリック j _ 

m ，卜巧がの安ろな帆外し風 Hlli 

、— -—. — 


3 デバイスを選択し、[停山をクリックする 

に olid State Player ( MUS 日 P 2)] び選択されていることを確認し、脂止]をクリックし 
ます。 
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4 停止ずるデバイスを確認し、に K ] をクリックする 

ISolid State Player ( MUSBP 2)] び選択されていることを確認し、 DDK ] をク U ックし 
ます。 



27ぺージ 「Windows 98/ Me の場合 J を参照し、本機を取りがしてください。 
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デ ジタルメモリプレーヤ ーに 音楽をいれる 

ここでは Windows Media 円 ayer を使巧して音楽データ ( WMA ファイル)を作成し、本 
機に転送する方法を説明します。 

音楽 CD か 5WMA データを作成する 

ここでは、 C □の巧を WMA 方式の音楽データに変換し、メディアライブラリにコピーする方 
法を説明します。 


お使いの環境によっては、 Windows Media 円 ayer を使用中にダイヤルアップ接続画面び表示 
される場合びありますび、その場合はインターネットに接続してください。 


7 Windows Me 灶 a 円 ayer を起動する 
と に D か 5 コピ ー] をクリックする 

• Windows Media Player のパ’ージョンによって表記び異なります。 



J 音楽 CD を CD-ROM ドライブにセットする 

曲情報を入手して表示します。表示されない場含は [ち前の 取滸をクリックしてください。インター 
ネットに接続していない場含や音楽 C □の種類によっては曲障報び表示されない場含もあります。 


—■一- -- ^ ^ - 

•> w" ,, x •on ■ サ<れ n*« •，ぶ >"• ，- «•« ,i 

ック ■ 


[ツール]-[オプション]-[音楽のコピ ー] タブより ロンテンツを保震する J にチェックを入 
れて < ださい。 



ごま意 


ミミぶ 

.00B 

芭话记 S 探 

immy 

W ご二岂二 
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4 WMA データに変換したい巧を選択する 

変換したい曲をチェックして、垣楽のコピ ー] をク U ックしまず。 



5 コピ ー( データ変換)を開始する 

選おした曲びすべて[ライブラリにコピー済み]と表示された5、処理完了です。 


1 



これで、音楽 CD の内容び WMA で式の音楽データに変換されメディアライブラ I 」にコピー 
されます。 

ディアライブラリの内容を本磯に転送するには、33ページ「音楽データを本機に畦送ず 
る」をご覧ください。 



♦ 音楽データの再生順番を指定ずるには… 

1 . [メディアライプラリ]で新しし巧生 U ストを作成する 

2. その I 」ストの中に希望の巧順で曲を入れる 

3. 内蔵式モ U を初期化した状態の本機に作った再生 U ストを転送すると、希望通りの 
巧順で再生できます。 

※本機にデータ転送樹ま、曲幅を変更ずることはできません。 



护 


^111 

巧 

貧 

0 


二茂： 
0 


ミニニ I 芸 

二：'5;ご.； 

ご iS 一 お：其畏 

.ごごご U :; お 

觀 Ellm 
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メディアライブラリに追加ずるには 


音楽配信サービスなどで入手した音楽データを本機に転送するには、まずメディアライブ 
ラリに追加することび必要です。语楽配信データによっては、メディアライブラリに自動的 
に追力日される場合がありまずので、その場合はむ下の作業をずる必要はありません。） 

^ディアライブラリに追加できるのは、 WMA データ、 MP3 データです。 

/ Windows Me 址 a 円 ayer を起動する 
cd [ファイルの追力 D ] をクリックする 

巧]期画面び表おされた5、[ファイル]-[メディアライブラ U に追加]-[ファイルを追加]]の 

順にク U ックします。 

• Windows Media Player のバージョンによって表記び異なります。 



3 追加したい音楽データを選ぶ 

メディアライブラ U に追加したい音楽データを選択して、欄く]をク U ックします。 
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4 選択した音楽を確認する 

選巧した音楽データわがディアライブラ U に表示されるので、内容を確認します。 



これで、音楽データびディアライブラ I 」に追加されました。 

方ディアライブラ u の内容を本機に転送するには、下記 r 音楽データを本機に輯送ずる J をご 
覧ください。 


音楽データを本機にお送する 

ここでは、ノ くソ]ンに登録された音楽データを本徽こ転送するち法を説明します。 

I 本機をパソコンに接続する 

接続方法は、2巳ぺージ : r 本機をパソコンに接攝ずる」をご覧ください。 

と* [デバイスへコピ ー] をクリックずる 

• Windows Media Player のバージョンによって表記び異なります。 
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3 転送先として、「リムーバブルディスク」を選択し、 
転送したい音楽を選ぶ 

転送先のデバイスとして、本機のドライブ r リムーバブルディスク J を選択します。 

※リムーバブルディスク内に 「 MpdJ 、 rspd 」 フオルダを作成し (1 目ぺージ参照)、その中に 
データを転送する場合は、そのフオルダを選択してください。 

※デバイスび表示されない場合は、パソコンの [ F 己]キーを押して状態を更新してください。 
それでも表示されない場合は、本機をパソコンに接続したまま 、 Windows Media 円 ayer 
を再起動してくださし、。 

それでもなお表示されない場合比 1" 故障かな？と思うまえに J 44 ぺージをご覧ください。 
本機に転送したい音楽のチェックボックスにチェックマークをつけ、[音楽のコピー]をク 
リックします。 



4コピーを開始する 

「が態」び、[コピーをしていまず]か5[完了]と変わった5、転送完了です。 
♦ Windows Media Player のバージョンによって表記び異なります。 
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5 Windows Me 址 a 円 ayer を終了する 

画面ち上の [X] をク U ックして、 Windows Media Player を終了します。 



これで本徽こ音楽び転送されました。 

Windows Media 円 ayer で転送したデータはエクスプ □- ラで確認することびできます。^ 
Windows の[スタート]に力ーソルをあわせてちク U ックし、[エクスプ □— ラ]を選択して備 
ください。[エクスプ □— ラ]び起動酱[マイコンピュータ]内の[リムーバブルディスク]を 

参照します。 

34 ぺージ手順 3 で、音楽データの転送先として指定した場所(ルートディレクト LI Mpd フオ 
ル义 Spd フオルダ)に転送したデータび保存されています。 

この酱本磯で音楽を楽しむには、 3 日ぺージ「デジタルメモリプレーヤーで音楽を聞く」を 
ご覧ください。 


■ 本機に転送された音楽データを削除ずるには… 

1. 本機をパソコンに接続する。 

2 . Windows Media Player を起動する。 

3. [デバイスへコピ ー] をク U ックする。 

4. 「デバイス上の音楽 J び r リムーバブルディスク」であることを確認する。 

己.削除したい巧を還おし、[デバイス上の音楽]の上にある〇をク U ックする。 

• Windows Media Player のバージョンによって表記び異なります。 


ごミ主意 


• Windows Media Player 7および 7.1 では、 「 MpcU 、 に口山 フォルダび表示されませんので、 
Windows Media Player 上では 「 Mpd 」、 rSpd 」 フォルダに転送ずることびできません。その場合 
は[エクスプ □- ラ]を使用して、 「 Mpd 」、 rspd 」 フォルダに音楽データを転をしてくださし、。 

♦ 本機で再生できる WMA 方式データは32〜1 60 kbps のファイルのみとなりまず。 

• EMD で購入ずる楽曲のなかには、本機に転を許可されていないちのちあります。楽曲購入時に 
は転送許可びあることを楽曲配信サイトにて確認してください。 

• WMA ファイルの使巧および著作権管理方式び変更になった場合には、本機にて WMA ファイル 
び再生できなくなる場合びあります。あらかじめご了承ください。 
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デジタルメモリプレーヤーで音楽を聞 < 


ここでは、本機に記録された音楽データを聞く方法を説明します。 


音楽を聞く前にし U 下をお読みください 


• アルカ I 」乾電池をセットしてください。 

•本機びパソコンに接続されていないことを確認してくださし、。 



基本の操作をおこなう 
/ HOLD スイッチを OFF にする 

本機裏面の H 日 LD スイッチび日 FF (ち側にスライド)になっているかどうかを確認しまず。 



と ヘッドホンをつなぐ 



d 本機の電源を入れる 

ジョグスイッチを押して、本機の電源を入れます。 



ジョグスイッチを巧す 


※電源を入れてもすぐに電源び切れると走には、「故障かな？と思ラまえに」44ページをご 
覧ください。 
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4 音楽を再生ずる 

再生中の表示パネルを下記に示します。 

再生中の操作につい口ま、次ぺージを参照してください。 

インジケータ（段階表示) 


巧番 厂 jnimfiiiiiiii 


電池残量 

モード設定びあれば表示 
(9、41、42ぺージ参照) 


-1 

表示 ノ くネル 上で、 曲番は目 日 巧までしか表示されません。1 日日 脚ん L は、「 一- 」と表示 
されます。 埋 


ら 本機の電源を切る 

ジョグスイッチを約3秒間長押しすると、電源び切れます。 

表示パネルに r 日 f 」 と表示されるまで、ジョグスイッチを巧し続けてください。 
出荷時設定では、全曲再生すると自動的に電源び切れます。 



ジョグスイツチを約3砂間長押しする 
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再生中にいろいろな操作をおこなラ 



したいこと 

操作 

表の■/ くネル 

電源を切りたい 

ジョグスイッチを長押しする 

巧番表示域に「日り 
と表示 

音量を変えたい 

-V0 し +( 音量)ボタンを巧す 

巧番表示域に音量 

レベルを表示 

一時停止をしたい 

ジョグスイッチを押す 

一時停止状態で約10秒間操作しない 
と、自動的に電源び切れます。 

この乾再度電源を入れると、一時停止 

したところか5再生します。 

※ランダム U ピート中に一時停止して、 

再度電源を入れる(再生状態にする)と 

ランダムにトラックの頭から再生します。 

インジケータび 

点滅 

一時停止を解除して 

再生したい 

一時停止中にジョグスイッチを巧す 

インジケータび 

段階表示 

次の曲を再生したい 

ジョグスイッチをちに動かす(*1 ) 

再生する巧蚕を 

表示 

再生中の曲を先頭 

か5再生したい 

ジョグスイッチを左に]回動かす 

— 

前の巧を再生したい 

ジョグスイッチを左に動かす(*1 ) 

再生する局番を 

表示 
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したいこと 

操作 

表のノ くネル 

早送りしたい(で） 

ジョグスイッチをちに動かしたままに 

インジケータび 


ずる 

ちに早 < 表示 

早戻ししたい(で） 

ジョグスイッチを左に動かしたままに 

インジケータび 


する 

左に早 < 表示 

U ピート再生したい 

MODE ボタンを巧ず 

曲番表示域に 


(42 ページ「再生モード」参照） 

モードを表示 

音質や音を変えたい 

MODE ボタンを巧す 

曲番表示域に 


(42 ぺージ「バスブースト/サウンド」参照） 

モードを表示 

操作時のビープ音を 

MODE ボタンを巧ず 

曲蚕表示域に 

変えたい 

(43 ページ r ビープ音 J 参照） 

モードを表示 

ジョグスイッチの 

MODE ボタンを巧ず 

曲番表示域に 

機能を切0誓えたい 

(43 ぺージ「オペレーション」参照） 

モードを表示 

著作権保護を 

MODE ボタンを巧ず 

曲番表示域に 

切り替えたい 

(43 ページ r 著作権保護機能」参照） 

モードを表示 

記録した曲すべてを 

MODE ボタンを巧ず 

曲番表示域に 

削除したい 

(43 ページロオーマット」参照） 

モードを表示 


*1 オペレーション設定び「弓/ V 」になっているとをは、ジョグスイッチをちまたは左に動か 
したままにすると、次または先の巧の頭出しをしまず。 （43 ぺージ付ペレーシヨン」参照) 


*2 オペレーシヨン設定び r 弓。になっているときのみ有効です。 （43 ぺージ r オペレーシ 
ン J 参照） 


内蔵メモリの フオー マット湖期化) 


本機をパソ]ンに接続して、内蔵式モ U を フオー マットしないでください。 

内蔵メモ U を フオー マットするには、ジョグスイッチを巧しなび 5 V 0 し+ボタンを「/1日」表示 
びでるまで備日秒亂押してください。まに MODE ボタンを押して方二:!ーモードか5も 
同様にフオーマットすることびできます。くわしくは、43ページをご覧ください。 

本機の内蔵 y モ U は、お買い上げ時にすでにフ オー マットされていますので、再度フ オー マッ 
卜する必要はあ0ません。 


ごを意 


♦フオーマットする前に内容をよくご確認ください。内蔵メモ U に記録されたデータはすべて消さ 
されます。 
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誤動作を防止ずる 

カバンやポケットに入れて使ラとさなどに、誤ってボタンび押されて再生が中断したりする 
ことを防ざます。 

本機裏面の H 日 LD スイッチを矢印の方向へスライドします。 

H 日 L □の状態になっていると、どの操作ボタンを巧しても操作は到ブ付けません读示パ 
ネルには 「 yd 」 と表示)。 

電源を入れてを、すぐに切れます。 


HOLD スイッチ 



H 日 L □機能を解除するには、 H 日 L □スイッチをを方向へスライドします。 

電池について 

電池の連続再生時間は、下の通りです。 

市販のアルカ I 」乾電池 . 約日時間 

電池の残量は表示パネルに表示されてしなす。電池残量は政下のように変わります。 

鶏量びかなくなると、ビープ音の酱表示パネルに110」と表示されて、電源び切れます。 

7TT} -► . 77 ~> _►-► ! } 

I 

乾電池を交換して < ださい。 


ごを意 


• 連続再生時間は、電池の種類、メーカー、保管状態、使用条件、使巧周囲温度などによって変わり 
ます。上記の時間はあくまで目まであり、保証するものではありません。まに低温の環境でご使 
用になりますと、連続再生時間は短くなります。 
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モードを設定する 

ここでは、本機のモード設定について説明します。 

これらの設定は、 音楽再生中 に MODE ボタンを押し、ジョグスイッチを使っておこないま 
す。モードを設定するとをは、音楽を記録してからおこなってください。 

設定の内容は表示パネルに表示されます。 



モードー覧 

操作ボタンと表示ノ くネルの遷移を示します。 

設定したモードは電源を切る時にメモ U に記憶されます。操作途中で電池を抜いたりしまず 
と、設定したモードは><モリに記憶されません。 


通常画面 


PLAY 

(再生 モー ド） 


BASS 

(バスブースト） 


Sound 

(サウンド) 


be 白 D 

(ビープ) 


Operation 
(オペレーシヨン) 


DRM 

(著作権保護機能) 


hormat 
口才ーマット） 


PL 

b 只 

弓 n 

を 

を 

命 

舌 


I I ディスプレイのモード表示 

^ MODE ボタンを押して進む 
!=>>ジヨグスイツチを左ちに動かして選おする 


皆 


表示なしぐクぐシ G ぐク 

か 



■=^>表おなしぐク BA 551 ぐク巨 A 55 2ぐク^) 

[!> M ぐ=> l / <=> P <=> R 

な か 

1 =^ On <=> OF 

な な 

>=>弓じ <=> 弓 K 

介 な 

■=> 日 n 驟日 F 

介 な 

に秒） /- 

表示順は、現在設定をれている 
モードの;夕か6順に表示されまず。 


1 


通常画面 
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モードの詳細 

モードを切り誓えるときは MODE ボタン、設定内容を切り誓えるときはジョグスイッチを使 
います。設定したい内容を表示させた禮、しば5く操作をしないでいるとその設定び確定さ 
れ通常の再生画面に戻ります。 


モード 



(再生モード) 


bH 

(バスプースト) 


弓。 

(サウンド) 


設定内容 

再生時のリピート状態を切り誓えます。 


枠货 

PiW^ 

PiW^ 


全巧1回のみ再生 
1巧 IJ ピート 
全曲リピート 


ランダム I 」ピート 


音質を切り誓えます。 


通常再生 
バス再生1 
バス再生2 
マナーモード(*1) 
音楽に合った音に切0誓えます。 


b 離 




BASS1 


bFI"i 


回 


BASS 2 


b 離 


佩 



PW 


0111 

四 


ノーマル 

ジャズ 

ポップ 

□ック 


*1 マナーモードはヘッドホンか5洩れる音を抑える機能です。 
周囲の迷惑になる場所での再生に効果的です。 
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モード 

Ip 

(ビープ音） 


日户 

(オペレーシヨン) 


dR 

(着作権保護機能) 


設定内容 


ボタンを押したときのビープ音の有無を切0誓えます。 


百 n 强 I ビ-プ就。 


UFW I ビ-プ 音なし 

ジョグスイッチを左またはちに動かしたままにしたとさの操 
作を切り誓えます。 

EEW n スキップ/サーチ兼用 

再生曲内の早送りまたは早戻しをおこないます。 


弓 It 留 I スキップ専用 

次々に曲の頭出しをおこないます。 


菁作権保護機能の有無を切り誓えます。設定後に電源を入れ 
なおすと有効になります。 

※本機能は間違って切り誓わ5ないように、ジョグスイッチを 
左またはちに約2秒動かしたままにすると、著作権保護機 
能び切0誓わるようにしてし巧す。 


保護機能 ON 


保護機能 OFF 

。:再生可 X :再生不可 


n_ III 

ur ? 四 

fncTii 

y , 四 


著作権保護機能 

ON 

OFF 

MP 3 ファイル 

X 

〇 

DRM 付 WMA ファイ J レ 

〇 

〇 

DRM なし WMA ファイ J レ 

X 

〇 


著作権についてのごを意 

本機は著作権保護機能 ( DRM ) なしの WMA データおよび 
MP 3 データを再生することびでさますび、あなたび記録した 
をのは個人として楽しむほかは菅作権上、権利者に無断で使 
用でさません。 


Fo 


内蔵メモ IJ をフオーマット湖期化）しまず(全曲削除)。 




(フオーマット） この巧態で、ジョグスイッチをち側に動かしにままにします。 


フオーマット終了を「日 F 」 び表示され、電源び切れます。 


1 


43 
































































が障かな？と思 5 まえに 

販売闻こご相談になる施こ、下記をお確かめください。直らない場合は、お買い上げの販売 
店へご相談ください。 

原因び複数ある場合は簡単なものわち先に説明してあります。上か5順番に解ミ央してくだ 
さい。 


本機使用時のトラブル 


電源を入れてち、表示パネルが表示されない 


原因：1 

乾電池び正しく入っていないか、電池切れである。 

おま方ま 

乾電池び正しく入っていることを確認してください。 

一度乾電池を完全に拖いてから、乾電池を入れ直してください。 
市販の新しいアルカ1」乾電池に誓えてくださし、。 


電源を入れると表示/ (ネルは表示されるが、ずぐに電源が切れる 


原因:2 

H 日 LD 状態になっている。 

解決方法 

表示パネルに 「 Hd 」 と表おされてすぐに電源び切れる場合は、 

H 日 LD 状態になってし、ます 。 H 日 LD スイッチを逆方向にスライ 
ドさせて H 日 L □状態を解除してから、電源を入れてくださし、。 

4日ページ r 誤動作を防止する」参照 


原因:3 

何も記録されていなし\または記録先のフオルダび間違っている。 

解ミ夫方法 

再生できる音楽データを正しし、フオルダ ( r ルートディレクト1」」、 
「 Mpd 」、「 Spd 」) に記録してください。 

13ページ「音楽を記録するまでのプ□セス」参照 


原因:4 

内蔵メモリび異常である 

解決方法 

内蔵メモリをフオーマット湖期化）してから、再度音楽データを 
記録してくださし、。 

3日ぺージ r 内蔵メモリのフオーマット側期化)」参照 
43ぺージ「モードの詳細（フオーマット)」参照 
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原因：己 

本機の著作権保護機能び日 N になっているか、著作権保護対象 
の音楽データ ( DRM 付き WM A データ)び記録されていない。 

解ま方法 

本磯の菁作権保護機能を日 FF にしてください。日 N になってい 
ると、著作権保護の音楽データ ( DRM 付さ WMA データ）しか 
再生できません。 

設定を日 FF にするにはの操作をしてください。 

1. ジョグスイッチを押して、電源を入れ、電源び切れる前に 
再度ジョグスイッチを押して、ポーズ状態にする 

2. M 日 DE ボタンを押して、 「 d が（著作権保護機能)モードに 
する 

3. ジョグスイッチをちか左に約2秒間動かして設定を r 日 F 」 

にする 

4. 電源を日 FF にする 

本磯の初期設逊が日 F 」 にしてしなす。 

43ページ r モードの詳細(菅作権保護機能)」参照 


電源を入れると表示ノ くネルは表示されるが、音楽が再生されない 


原因:日 

音量び小さい。 

解ま方法 

表示ノ くネルび表示されているとさ[丈音量びルさずざることび そ 
考え日れまず。 - V 日 L + 盾量)ボタンを押して音量を上げてく ® 
ださい。 

38ページ「再生中にし巧いろな操作をおこなう」参照 


原因:7 

再生でさる音楽データではない。 

解み方法 

巧番び点滅して再生できない場をは、音楽データの圧縮形式び 
正しくても本機への転送方法び正しくなし ' i 場含びありますの 
でご確認ください。 

13ぺージ信楽を記録するまでのプ□セス」参照 


原因:8 

本機の菁作権保護機能び日 N になっているか、著作権保護対象 
の音楽データに RM 付き WM A データ)び記録されていない。 

解み方法 

本機の著作権保護機能を日 FF にしてください。日 N になってい 
ると、菁作権保護の音楽データ ( DRM 付き WMA デー50しか 
再生できません。 

4已ぺージ「原因:日」の解決方法参照 
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どのボタンを巧しても反応しない 


原因:9 

H 日 LD 状態になっている。 

解決方法 

H 日 LD スイッチび H 日 L □位置になっていないか、確認してくだ 
さい。 H 日 LD 状態を解除するに比 H 日 L □スイッチを逆の方向 
ヘスライドさせてください。 

4日ページ「誤動作を防止する」参照 

原因： 10 

USB ケーブルを接続したままである。 

おま方ま 

本機側の USB コネクタをがしてください。 


巧番が点滅して、その巧だけが再生でさない 


原因： 1 ] 

再生でをる音楽データではなし、。 

解ま方ま 

音楽データの圧縮形式び正しくてわ、本機への転送方法び 
正しくない場含びありますのでご確認ください。 

13ぺージ信楽を記録するまでのプ□セス」参照 

原因：12 

本機の著作権保護機能が日 N になっているか、著作権保護対象 
の音楽データの RM 付き WM A データ)び記録されていない。 

解ミ夫方法 

本機の着作権保護機能を日 FF にしてください。日 N になってい 
ると、著作権保護の音楽データ ( DRM 付き WMA データ）しか 
再生できません。 

4已ページ「原因:日」の解決方法参照 


音楽を再生ずると、音巧びがする 


原因：13 

音楽記録時に使用している CD - R 日 M ドライブび、オーディオ 
キヤプチヤに対応していなし、。 

解決方法 

オーディオキヤプチヤに対応した CD - R 日 M ドライブを使巧し 
てくださし、。 

原因：14 

転送が正しくできていなし、。 

おま方ま 

同じ箇所で音飛びする場含は、内蔵火 El 」 をフォーマット湖期 
イヒ）してから、再度音楽データを転送婦録)してください。 

3日ぺージ r 内蔵火 EU のフォーマット湖期化)」参照 
43ページ r モードの詳細(フォーマット)」参照 
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パソコンに接続したとさに、本機がパソコンに認識されない 


原因： 1 己 

USB ドライバび正しくインストールされていない。 

解まち法 

US 巨ドライバび正しくインス!-ールされているか確認してくだ 
さぃ。 

[確認方法] (Windows 日 8/ Me / 2000の場合） 

1. [マイコンピュータ]をちクリックする 

2. [デバイスマネージャ]タブを開く 

3. [ユニパ’ーヴルシリアルバスコント□—ラー]内のに olid 

State Player ] をちク U ックして [プげィ] を選択 

4. にのデバイスは正常に動作してしぶず」び表示されている 
と、インス!ルは正しくおこなわれてしほす。 

※この表示びでない場を(も再度インス!ルをしなおして 
<ださい。 

21ページ r 再インストール手順」参照 
[確認方法] (WindowsXP の場合） 

1 . [マイコンピュータ]をちクリックしてシステムを開く 

2. 八ードウェアタブを開いて、[デバ‘イスマネージャ]をク U ックする 

3. あと[よ上記 「Windows 目 8/ Me /2 日日日の場合」の項目 

降と同じ姐理をしてください。 7 


他 
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インス! -- V レ時のトラブル 


リムーバブルディスクが表示されない 

原因：1色 

パソコンと本機び正し<接続されていない。 

解決方法 

♦ ノてソコンの US 目ポートに最禮まで差し込まれているか、本機 
側の US 目コネクタび最後まで差し込まれているかどラかを 
確認してくださし、。 

♦ 伽こ US 巨接続機器を接続している場含、がしてください。 

♦ 別の USB ポートに差し込んでみてくださし、。 

♦ US 目八ブのポートに差し込んだ場合は、パソコン本体の 

US 目ポ ー N こ差し込んでみてくださし、。 


原因：17 

ネットワークドライブび割り当て5れている。 

解ミ夫方法 

ネットワークドライブび割0当て5れていると、ドライブレター 
(ドライブ名を表すアルファベット)びぶつかり、リムーバブル 
ディスクび作成されない場含びあ0ます。 

ネットワークドライブの割り当てを変更してか5、再度接続し 
て < ださい。ネットワークドライブの割り当てについてはネット 
ワーク管理者などにお聞をください。 

原因：18 

US 日ドライバび正しくインス!-ールされていなし、 

解ミ夫方法 

US 日ドライバび正しくインス! — ルされているか確認してくだ 
さい。 

47ページ「原因：1曰」の解決方法参照 


「デバイス上の音楽」に、 r リムーバブルディスク」と表示されない 
(Windows Media Player 使用時） 


原因：1目 

US 日ドライバび正しくインス!-ールされていない 

解ミ夫方法 

US 巨ドライバび正しくインス!ルされてし、るか確認してくだ 
さい。 

47ページ「原因：1巳」の解決方法参照 
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本機への乾送時のトラブル 

お送できる曲が少ない 


原因: 2日 

本機に音楽し U がのデータび入っている。 

解ま方法 

デジタルモ U プレーヤー阿こ音楽 L が!のデータび入っている 
と、その分転送できる曲数は減ります。音楽がのデータをパ 
ソコンに移動するなどして、使用でをるデータの容量を増やし 
て < ださい。 


そ 

の 

他 
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取り巧いと保管について 


ご注意 


置さ場所について 

次のよラな場所には置かないでくださし、。 

• 直射曰光の当たる場所や暖房機器の近く 
• 窓を閉めきった自動車内(特に夏季） 

• 風呂場など、湿気び多いところ 
♦ほこりび多いところ 

• 磁石、スピーカボックス、テレビなど磁気を帯びたものの近く 

温度上昇について 

長時間お使いになると、本体の温度び上昇することびありますび、故障ではありません。 


お手入れ 


本体のお手入れについて 

柔5かし饰でふいてください。汚れびひどいとき I も柔5かい巧でか5ぶきをしてください。 
• ベンジンやアルコール、シンナーなどでふいたりしますと、 変質 、変色することびありま 
すので使用しないでください。また、殺虫剤わかか5ないよラにごミ主意くださし、。 

ヘッドホンプラグのお手入れについて 

ヘッドホンプラグび汚れてし、ると雑音や音飛びの原因となることびあります。割こ良し宿でお 
聞きいただくために、ヘッドホンのプラグ部をとさどを柔5かい巧でからぶさしてください。 
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用語解説 


EMD ( インターネット音楽配信)ヴービス 

Electronic Music Distribution 」 の略で、インターネットやデジタル CS 放を CATV などの 
デジタルネットワークによる"電子音楽配信サービス"。 

エムピース u — 

MP3 

侶0個際標準化磯撒のワーキンググループである MPEG び1白目2年に制定した音声情報圧縮 
の国隙規格 「 MPEG -1 Audio Layer 3( IEC 標準1172-3)」です。この圧縮ち式では、1/10 
〜1/ I 2の圧縮率を得ることびでさます。 


WMA(Windows Media Audio) 

マイク□ソフト社び開発したファイル形式で、本機では Windows Media ™ 円 ayer か 5 WMA 
ファイルを転送して再生することびでさます。 

ビットレート 

1砂あたりの、情報量を表す数字のことで、単位は bps 脚 t per second ). 読み方は「ビーピーエ ^ 
ス」です。 の 

他 
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主な仕様 


記録時間 


サンプリング周波数 
巧応ビットレート 

再生信号圧縮ち式 
再生周波数 
出力端子 
S/N 比 
動作温度 
定格出力 
電源 

電池持続時間 


ヒット レー ト 
約]20分 （128klDps) 

約2日8分 (78kbps) 

約24日分 (64kbps) 

約3目0分 (48kbps) 

※対応ビットレートは圧縮フォーマット (WMA、MP3) に 
よって異な0ます。 

: ] 目〜 44.1 kHz 
:1目〜 192 kbps ( MP 3) 

32〜 ] 目 OI<bps(WMA) 

:マルチデコード方式 (WMA、MP3) 

: 20〜20,000 Hz 

:ヘッドホン3.己ゆ（ステレオミニジャック） 

: 80服 

:-已で〜十40む 

:已 mW 十已 mW(l 目 n 負荷時、 JEITA/DC) 

:単4お乾電池 X ] 本(アルカ U 乾電池） 

:アルカ I」乾電池 約日時間 


※連続再生時間比電池の種類方ーカー、保管状態、使用条件、使巧周 
囲温度などによって変わります。上記の時間はあくまで目安であり、保 
証するをのではありません。また、1瓦温の環境でご使巧になりますと、連 


続再生時間は短くなります。 


最大がお寸法 

質量 

付属品 


幅4を8 X高さ7目.日X奧行き ] 8.1mm (突起部を含まず) 


約4目呂（乾電池含む） 

単4おアルカリ乾電池 .(1) 

インナーイヤー型ステレオへッドホン… （1) 

専用 USB 接続ケーブル .(1) 

パソコンソフトウェア (CD-ROM )..(1) 

本書(保証書付） .(1) 

ユーヴ登録カード .(1) 


《本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 
《包装箱の品番の末尾のアルフアベットス字は色表示の記号です。 

色は異なってわ操作ちまと仕様は同じです。 
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保証書とアフターヴービス 


保証書について 

♦ この商品には保証書びついています。お買い上げの際、販売店び発巧します。 

♦ 所定事項の記入をご確認のうえ内容をよくお読みになって、大切に保管してください。 
♦ 保証期間は、お買い上げ曰より 1 年間です。 

アフターサービスについて 


調子が悪いとさはまずチ王ックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ 
ください。 


保証期間経過後の修理は 

修理により機能び維持でをる場含は、お宮 
さまのご要望により有料修理いたします。 


それでも具合の悪いときはヴービスへ 

お買い上げ店か、または「お宮さまご相談 
窓口」にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の規定に従 IA お買い上げの販売店 
び修理させていたださます。製品に保証書 
を添えてご持参ください。 


部品の保有期間について 

ポータブルデジタルメモ U プレーヤーの補 
修用性能部品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)の保有期間は、製造打ち切り 
後目年間です。この部品保有期間を修理可能 
な期間とさせていたださます。保有期間び経 
過した穫も故障箇所によっては修理巧能の 
場合びありますので、お買い上げ店または 言 
r お客さまご相談窓口」にご相談ください。他 


お客さまご相談窓 □(修理相說客 口) 


1. インターネットによる 「FAQ」 でお問い合わせのをい事例を紹介しています。 

URL: h け p://wwvv.musicsanyo.com/faq.html 一 名称は 「MUSIC SANYO 」 でず。 
この中に 「FAQ」 を掲載しています。 

2. ファックスやールによるご相談 

FAX: 072 -870- 巨 070 e-mail: info_STS@dt.sanyo.co.jp 


お使いになってご不明な点、技術的なご質問などをお問い合わせください。 


ご相談になるとさは、次のことをお知5せください。 

♦ 型名： SSP-PD ] 己 
♦ ご相談内容：できるだけ詳しく 
♦ お買い上げ年月曰 

♦ シ U アル N0.: 本体裏属池カバー裏)に貼り付けています 
♦ ご使用のパソコン環境： 

•パソコン機種名 -Windows の日 S •八ードディスクの容量 

•パソコン品番煙蚕）•火 EU 容量 •お働佩ウィルスチェック系ソフトウェア名 
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無料修理規定 

お買い上げの曰から保証期間中に、取扱説明書本体ラベルその他のを意書さに従った使 
用状態で故障した場含には、本書記載内容にちとづを、お買い上げの販売店び無料修理い 
たしますので、商品と本書をご持参ご提示ください。 

1. 保証期間でわ次のよラな場含には有料修理となります。 

イ.使巧上の誤 D 、 または改造や不当な修理による故障または損傷。 

□. お買い上げ後の取り付ブ場所の移動落下、弓1っ越し、輸送等による故障または損 
傷。 

八.火災•地震•水害•落雷•その他の天変地異な5びに公害や異常電圧その他のが部 
要因による故障または損傷。 

二.取扱説明書に記載されている使巧条件政がで使巧した場含の故障または損傷。 
ホ.本書の提示びない場含。 

へ.本書にお買い上げ年月曰、お客様を販売店名の記入びない場合あるいは字句を 
書さ換え5れた場含。 

卜.消耗品の交換•仕様変更など。 

2. 保証期間内でわ商品を修理窓□へ送付された場合の送料や出張修理をおこなった場 
合の出張料はお客さまの負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談くださし、。 

4. ご贈答品等で本書に記入の販売店に修理をご依頼になれない場合には、「お客様ご相 
談窓口」をご覧のうえ、もよりの窓□にお問い合わせください。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan . 

目.本書は再発行いたしませんので紛失しないよラ大切に保管してくださし、。 

修理方モ 


この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。 
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保 
証期間経過後の修理などについてご不明な場合 I もお買い上げの販売店または「お客さま 
ご相談窓口」にお問い合わせください。 

♦保証期間び経過した後の修理についての詳細は"保証とアフターサービス"の項をご 
覧ください。 
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持込修理 


製品保証書 

本書はお買い上げの曰か5下記期間中故障び発生した場合には本書已4ページ記載内容 
で無料修理をおこなうことを約束するものです。詳細は已4ぺージをご参照ください。 


/ 

品番 

N 

SSP - PD 1 已 

保話期間 

お買い上げ日から 本体 1 力年 

※お買い上げ曰 

年月 曰 

お 

客 

さ 

ま 

ご住所 

ぉ名前 様 

電話 ( ) — 

pS 

売 

店 

電話 ( ) — 


ご販売店さまへ※印欄は必ず記入してお渡しくださし、。 

製造元 兰す電機株巧宴な 

兰洋テクノ •サウンド株式会社 

〒已 74-8 日34大阪府大東市云洋町1蚕1号電話 大東 (072) 87日-418目(直通) 


(JP0) 


1AD6P1P1578-C 












